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『 タスカルカバーＭタイプ・Ｔタイプ』取扱説明書 

                             20180923 

                              

  

お買い上げいただきまして、ありがとうございます。 

タスカルカバーは、腕や足に治療中の傷やギブスあるいは点滴の留置き針など

があっても、患部を濡らさずにシャワーや洗髪ができる 

『シャワー専用の防水カバー』です。 

ご使用の前に、この取扱説明書を読んで、快適にご利用ください。 

  

◆ご利用上の注意 

タスカルカバーは『シャワー専用の防水カバー』です。 

装着して浴槽やプールに入らないでください。 

水中に浸漬すると、ご想像される以上の浮力と水圧が加わり、傷口や留置き

針を圧迫して患部を傷めたり、身に付けていた器具の突起によってカバーが

内側から破れたり、水漏れしたりすることがあります。 

決して足に装着したまま浴槽等に入らないでください。 

浮力によって浴槽内で転倒したり、足が浮いて頭部が沈まされ溺れてしまう

重大な危険があります。 

〇カバーは、優しく取り扱ってください。 

強く引っ張ると、伸びて変形したり溶着部が破断することがあります。 

爪をたてたり、強く折り込んだり、砂を挟み込んだりすると、穴があく場合

があります。踏みつけてツイストすると破れることがあります。 

〇シールべルトは、優しく取り扱ってください。 

スポンジに爪や指先を突き立てたり、一部をつまんで強く引っ張らないでく

ださい。穴があいたりちぎれることがあります。 

 スポンジ部をもともとの長さの 2 倍以上に引き伸ばすと、破断することがあ

ります。 

 

◆商品概要 

〇カバー形状は、袋型（M：ミトン）タイプと、筒型（T：チューブ）タイプ

の２種類の形状があります。 

〇サイズは、開口の大きさが袋折幅 30cm と 23cm の２種類があります。 

 〇ご利用に必要な全ての部品がセットになった M30・M23・T23 の他に、 

スペアパック M30S10・M23S10・T23S10・TC-SP をご用意しています。 
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◆パックの内容 

 〇各セットのパックには、それぞれ下記のものが同梱されています。 

  型番                    M30  M23  T23 

   カバー本体 折幅 300mm 長さ 600mm ：  30 枚     ―      ― 

   カバー本体 折幅 230mm 長さ 600mm ：    ―   30 枚     ― 

   カバー本体 折幅 230mm 長さ 430mm ：    ―       ―   30 枚 

   シールベルト SB4（ｽﾎﾟﾝｼﾞ長 44ｃｍ） ：   1 個      ―      ― 

           SB3（ｽﾎﾟﾝｼﾞ長 34ｃｍ） ：   ―     1 個   1 個 

           SB2（ｽﾎﾟﾝｼﾞ長24ｃｍ） ：   ―      ―      1 個 

   アジャスタ  大（長さ 70ｍｍ）     ：  1 個  1 個    2 個 

小（長さ 35ｍｍ）      ：  1 個  1 個    2 個 

   セロハンテープ                  ：  1 個    1 個   1 個 

   取扱説明書              ：  1 部    1 部   1 部 

 

 

 

 

 

 

                     

      シールベルト           アジャスタ 

SB4・SB3・SB2            大・小 

 

 〇各スペアパックには、それぞれ下記のものが同梱されています。 

   型番 

  M30S10 ： 袋型カバー本体 折幅 300mm 長さ 600mm   100 枚 

  M23S10 ： 袋型カバー本体 折幅 230mm 長さ 600mm   100 枚 

  T23S10    ： 筒型カバー本体 折幅 230mm 長さ 430mm   100 枚 

  TC-SP  ： シールベルト SB4・ SB3・SB2      ご注文数 

                  アジャスタ  大・小          ご注文数 

 

◆サイズの選び方 

〇それぞれのカバーは、下記の範囲でご利用可能です。 

 M30：装着する部位の太さ（周長）49cm～25 cm （肘上部・膝下部） 

     足に装着する場合、足のサイズは 26.5cm まで。 

踵から 45cm 上までをカバーできます。 
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 M23：装着する部位の太さ（周長） 36cm～17cm （肘上部・膝上部） 

     足に装着する場合、足のサイズは 20cm まで。 

踵から 45 cm 上までをカバーできます。 

T23： 周長 36cm～17 cm （太い側：肘上部・膝上部） 

          周長 25cm～13cm  （細い側：手首部・足首部） 

 

◆装着の方法 

自分自身で自分の腕に装着する場合 を例にとって説明します。 

① セロテープを 6cm ほど切り出し、一端を 1cm ほど折り返しておきます。 

・折り返しを作るのは、あとでセロテープを外し易くするためです。 

・本説明書では、解りやすくするために、透明なセロテープではなく、色付きテープ 

を使用しています。（下図左を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 希望の位置にカバーを仮装着します。（上図右を参照） 

・カバーに息を吹き入れると、腕を挿し入れ易くなります。 

・シールベルトは、肘関節の上のくびれた部分に合わせると、使用中に位置ずれ 

 し難く、安心です。 

③ カバーの内側にアジャスタ小を貼り付けます。（下図左を参照） 

・アジャスタ小（3.5cm）をカバー端から概ね 0.5～1cm 離して貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ カバーを摘まみ上げ、たるみを取りながら、腕の下側に密着させます。     

（上図右を参照） 

⑤ たるみの根元部分でアジャスタを貼り付けます。 
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・カバーを摘まみ上げる方向を調整しながらアジャスタをできるだけ腕に近づけ、 

アジャスタを対向するカバーの面へ貼り付けます。（下図左を参照） 

・アジャスタより下方のカバーは、腕の全周に皺なく密着するようにします。 

⑥ たるみの先端に固定用のセロテープを貼り付けます。 

・アジャスタの上方のたるみを皺が無いように 2 枚重ねにし、その先端に①項で作成 

したセロテープを貼り付けます。（下図右を参照） 

・セロテープはカバー端から概ね 0.5cm 離し、長さ方向の中央を折り返したたるみ 

の先端に合わせます。セロテープは折返しの側を、図の下の方に向けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ カバーのたるみ部分を腕に巻付けます。 

・セロテープの余った部分を摘まみ、カバー全周が腕に密着するように引っ張り上げ 

ながら内側に倒し込んで腕に巻き付けます。（下図左を参照） 

・カバー端がずれないよう、3 枚が重なるようにします。 

・カバー端に、皺が入らないようにします。 

⑧ カバーが緩まないよう固定します。 

・引っ張っているセロテープを、カバーへ押し付けて貼り付けます。 

（下図右を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ カバーにシールベルトを貼り付けます。 

・シールベルトはカバーを巻き付けた方向と同じ方向に巻き付けるため、ベルクロが 

巻き付け方向のしもにくる姿勢で貼り付けます。（下図左を参照） 

・シールベルトは粘着面が肌に触れず、かつスポンジが広い幅でカバー開口を覆う 

ように、スポンジがカバー端から 1cm ほどはみ出るように貼り付けます。 

（下図右を参照） 
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・粘着面が⑧項のセロテープと重ならないように 2cm 程離します。 

   

   

 

 

 

 

 

 

⑩ シールベルトを巻付け、ベルクロで固定します。 

・スポンジには、白い長方形模様がスタンプされています。 

・正方形に見える程度以上に伸ばして使用します。（長さ方向に、概ね 1.3 倍ほど 

伸ばすと、正方形になります。）（下図左を参照） 

   ・シールベルトは、1.3～1.6 倍の範囲に伸ばしてご利用ください。 

また、スポンジは装着部に 1.4 周以上巻き付けてください。 

このようにすると、引き伸ばしたスポンジの張力がカバー面を押し付けて水漏れ 

をシールします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シールベルトを巻き付ける時、持ち替えの際に緩んでしまう場合があります。 

シールベルトを腕と脇腹の間に挟み込んで脇を締めると緩み止めができます。 

（上図右を参照） 

・スポンジは、2 周目は 1 周目の真上に重ね巻します。 

ベルクロは、はみ出さないようスポンジの中央に巻き重ね、固定します。 

（下図左を参照） 

・完成の形です。（下図右を参照） 

・慣れてコツを掴めば、①～⑩まで、装着に必要な時間は およそ１分です。 

・介助者が装着する場合や、自分の足に自分で装着する場合には、両手を使えるの 

で、より簡単に装着できます。 
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以上で、シールができました。 

・Ｔタイプでは、手首側のシールも同様に行います。 

・袋型（M タイプ）を足につける時は、カバーに足を通したら直ちに靴下を履いて 

カバーが傷まないよう 保護してください。 

靴下を履いてからシールベルトを装着します。（下図を参照） 

足に装着する時は、下記⑪項の方法でアジャスタを貼り付け、マチ（ギャザー）を 

作ると治療部を圧迫しないスペースが確保でき、カバー端も揃え易くなるので、 

しっかりシールできます。 

歩行距離は最低限とし、突起のある床面は避けてください。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

⑪ カバーのたるみが大き過ぎる場合、下記の方法で調節します。 

・もし、カバーのたるみの長さが 12cm 以上ある時は、カバーの外側にアジャスタ大 

（7cm）を貼り付け、カバー周長を短くします。（下図左を参照） 

・たるみが 12cm 未満の時は、この手順は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

・シールベルトは『独立発泡スポンジ』

製です。水を吸わず、薄くしなやかな

無数のシールリップが水の浸入を阻止

する作用を持っています。 

（特許出願済） 
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・たるみが大き過ぎると、巻付けたときにカバー端が傾き、シールが難しくなります。 

・アジャスタを、カバー端から 0.5～1cm 離れた位置に貼付けます。（上図右を参照） 

・アジャスタの長手方向の手前の端を肌に押しあて、支点にして手前側に反転します。 

 （下図左を参照） 

・倒し込んで対向するカバー面へ貼り付けます。（下図右を参照） 

・アジャスタの両面は特殊な粘着糊を使用しており、貼付け状態が悪ければ引き剥 

がして、何度でも貼り直しできます。貼付け位置が大きくずれたり、皺が入った 

場合には、貼り直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カバーの折返し部分が剥がれないよう、①項で作成したセロテープで固定します。 

    セロテープは、カバー端からの 0.5～1cm 離れた位置で、長手方向の中央付近を 

アジャスタの端に合わせます。（下図左を参照） 

・アジャスタ大の取付で、カバー周長は 14cm 短くなります。（下図右を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 
・使用中、カバー内側でアジャスタを貼り合せた部分がカバー端に対して斜めになり、 

肌にあたって痛い場合があります。アジャスタをカバー端とほぼ平行な姿勢に修正し、 

先端を 2 個目のセロテープで固定しておきます。（下図を参照） 
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◆装着の方法 （サージカルテープを利用した簡便法） 

〇シールベルトに代え、サージカルテープを使用できます。 

・病院で常用されているサージカルテープや、肌に優しい特殊テープをカバー端に 

巻付けて水漏れ防止の目張りとすることができます。 

水の侵入経路とシール法を見極められる方（看護師さん等）が行ってください。 

 ・この方法によれば、すべての部品が毎回使い捨てになり、感染の危険を小さくする 

ことができます。 

〇重複して、シールベルトを巻付けると、防水信頼性が上がります。 

・目張りしたサージカルテープの上にシールベルトを巻付けると、サージカルテープ

が湯水によって剥がれてきたリ、体を洗っている時に誤って触れて剥がれてきたリ、

サージカルテープの貼り方に多少の齟齬があったりしたとしても、水が浸入し難く、

防水性が高まります。 

 

◆装着の方法 （プチテク） 

 プチテク① シールベルトの持ち替えは、テーブルを使う 

シールベルトを巻き付ける際、持ち替えのためにスポンジから手を離さなければな

らない時は、伸ばしたスポンジが緩まないよう最寄りの壁やテーブルなどに腕でス

ポンジを押し付けて仮固定することもできます。 

（下図左を参照） 

 プチテク② カバーが邪魔な時は、軽く握っておく 

カバーの使用中、手首側のカバーの余り分をまとめて軽く握っておけば、邪魔にな

りません。（下図右を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆取外しの方法 

〇シャワーが終わったら、カバーを外します。 

介助者が居なくとも、自分自身でカバーを外すことができます。 

・ベルクロの固定を外し、シールベルトを外します。 

・セロテープを外してカバー開口を大きくしてから、カバーを外します。 

カバーの折皺の部分にたまった湯水が流れ込んで患部を濡らさないよう、カバーを
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垂直にして水切りし、タオルで拭くなどしてから垂れ下げた姿勢で外します。 

・本品の粘着糊は、粘着力を適度に弱くしているので、カバー面から容易に外すこと

ができます。シールベルトやアジャスタを持ち、カバーを粘着面に対して平行に引

き剥がすと、スムースに取外しできます。（ピール法） 

・シールベルトとアジャスタは、回収して繰返し使用します。 

・カバーは、汚染を回避するため、毎回破棄します。 

 

◆取扱上の注意 

〇カバー本体は、ゴミが付着しないよう密閉袋に入れたまま保管してください。 

  ゴミが付着した状態で押し潰すと、押跡が小さな穴になる場合があります。 

〇シールベルトのスポンジを装着部に巻き付ける時、もともとの長さの１.３倍以上に引

き延ばしながら巻き付けてください。（最大１．６倍）スポンジ面にスタンプされた長

方形のマークが正方形に見える程度に伸ばすと１.３倍の目安です。 

・伸ばし方が足りないと水漏れし易くなり、また、伸ばし過ぎるとスポンジが破断した

り、装着部が締め付けられて鬱血する恐れがあります。 

〇シールベルトのスポンジとベルクロは、中心がずれないように揃えて巻き重ねると、

ベルクロが肌に接触せず、痛くなりません。 

〇カバー本体は、シールベルトの巻付け部に皺があったり、開口端がずれていると、シ

ール性が悪くなります。カバー内側にごく短時間で水滴が溜まってくるとしたらシー

ルに問題がありますので、着用し直してください。 

〇タスカルカバーを正しく装着しても、5 分程度（個人差や環境差があります。）でカバ

ー内壁へ水分が付着して曇ってきたり、カバーの内側が滑り易くなったりします。こ

れらは、汗によるものです。支障がある場合には長時間の着用は避けてください。 

 

◆お手入れ法 

〇取り外したシールベルトは、石鹸などの付着汚れを落とし、タオル等で軽く水滴を拭

きとった後、吊干しします。水を吸い込まないスポンジなので、室温の室内干しでは

１時間ほどで乾きます。 

〇シールベルトは、消毒用アルコールや次亜塩素酸水の噴霧や、払拭ができます。 

〇シールベルトやアジャスタの粘着面に汚れが付着すると粘着力が弱まりますが、ぬる

ま湯で汚れを落とせばかなりの程度復活します。 

・汚れを落としながら使用すると、粘着面は３０回以上の繰返し使用ができます。 

・粘着面は、水に濡れると粘着力が無くなりますが、乾燥すれば復活します。 

・粘着面を乾燥する時は、自然乾燥してください。タオルやティッシューで拭くと 

繊維が付着して粘着力が弱まります。 
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◆材質 

 〇カバー本体   ： ＬＬＤＰＥ（軟質ポリエチレン） 

             軟包装衛生協議会認定工場で製造した食品衛生法対応品です。 

 〇シールベルト  ： クロロプレン独立発泡スポンジテープ 

             ウェットスーツに使用される素材です。 

            ナイロンベルクロ 

 〇アジャスタ   ： ＰＰ（ポリプロピレン・両面テープ付） 

 〇包装袋     ： ＰＥ（ポリエチレン） 

 

◆関連商品 

 〇アームガード  ： 患部や留置き針を機械的接触から防護するための防具 

『アームガード』もご用意しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   アクリルパイプでガードします。    指先で棒を握り位置を決めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  クッションストッパで隙間を塞ぎます。 全周の隙間を埋めて腕に固定します。 

 

◆製造販売元 

  有限会社青葉テクノソリューションズ 

  〒９８３－００２１  宮城県仙台市宮城野区田子１－２０－１７ 

  TEL：022-786-0364  Mail：info@tascal.co.jp 

  URL：https://www.tascal.co.jp 
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